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2018年 5月 30日 に町田市教育センターにて開催。 (構成団体 32)

2017年度の主要事業報告及び 2018年度の事業計画を審議

17年度 実施項目 ①避難所HUG活用方法の体験 (2017.7.19於教育センター)

②木曽の歴史スタンフ
°
ラリー(雨天のため縮小して実施)

③避難所開設訓練(2018,3.9 於忠生第二小学校)

18年度 事業方針 ①広報広聴事業

活動周知のため広報紙を発行し地域内各団体及び

構成員に配付

②地域活性、交流事業             
′

地域活動の充実を図り、さらなる活性化に協力

地域活動の情報の共有化を図り世代間交流活動を

行う

第 4 定期総会

5月 30日

6月 18日

7月 23日

8月 20日

9月 10日

2018年度 行事 日程
第 4回 木曽地区協議会定期総会

第 1回役員・監査・事業部会     今年度の事業計画審議

第 2回役員・事業部・広報部会    地域活性化事業策定

VR/ARを 活用 した防災体験・視察研修・スタンフ
°
ラリー

第 1回役員会            視察研修会 詳細計画立案

視察研修会実施           参加人数 39名

総務省・国会議事堂・気象庁・迎賓館見学

第 3回役員・事業部・広報部会    研修会の結果考察

第 2回役員会            スタンフ
°
ラリー コース下見

第 4回役員・事業部・広報部会    ラリー詳細計画

AR・ VRに よる防災訓練        本曽境川小学校

第 5回役員・事業部 。広報部会    ラリー要員・資材確認

スルフ
°
ラ

'―

実施            参加人員 130名

まちカフェ参力日           30年 度実施事業 パネル展示

2018年度地区協議会活動報告会    各地区会長より報告

第 6回役員・事業部・広報部会    次年度基本方針審議

第 3回役員会

忠生第二小学校避難所開設訓練    参力日人数 166名
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2018年度防災視祭研修

木曽地区協議会の初めての試みとして

構成団体所属員を対象に視察研修会を

実施した。

昨今の異常気象に鑑み、気象庁 。総務

省、併せて国会議事堂・迎賓館等も見学

し、地域防災啓蒙活動の一助とする。

実施 日 2018年 9月 10日

AR・ VRによる防災訓練
木曽境川小学校の三年生児童を対象に、煙や洪水からの避難を疑似体験すること

により、緊急時の行動についての学習が行われた。当協議会も協賛の形で参画。

地域の人たちも加わり、ともに防災意識を高める訓練であった。

実施 日 2018年 11月 6日  場所 木曽境川小学校体育館

―

気象庁の業務 。役割と

施設についての説明

全国気象
モニター室

VRに よる擬似体験の模様 建造物の構造による揺れ方の違い模擬実験

2019年 避呉
~任

西開設訓練
実施 日 2019年 3月 8日  場所 忠生第二小学校

訓練の流れ

受付仙―ド入手)

↓

体育館入ロヘ

↓

体育館見学

↓

忠生第三小学校生徒

E′葛受学習発表会

↓

屋外簡易トイレ見学

↓
自由解散

受付カー ドの記入

野外簡易 トイレ
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郷土の史跡めぐり
木曽地区には、由緒ある神社仏閣・地域信仰の源であるお地蔵様や、地域発展の

歴史に欠かせない数多くの史跡があります。

地域の氏神様である箭幹人幡宮と人坂神社、江戸幕府が交通網整備のため、日本

橋を起点として定めた一里 (約 4 km)の 間隔で道の両側に設けた一里塚。湧水が恩

田川の源流となっている滝ノ沢源流は、富士山の伏流水に見立てて『浅間さま』と

も言われていたそうです。

実施 日 2018年 11月 23日

箭幹人幡宮 人坂神社 滝ノ沢源流

ぞ

里塚見学者→

←一里塚
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ラリー スタンプ台

ラリー実行  木曽地区協議会メンバー


